
つるがしま市議会だより第１５８号 〔２〕

　

平
成　

年
第
１
回
鶴
ヶ
島
市
議
会
定
例
会
が

２４

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

日
間
の
会

２８

１９

２１

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案　

件
、
請

２５

願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
を
３
日
間
に
わ
た
り
行
い
、

　

人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

１５
　

本
定
例
会
で
は
、
昨
年
３
月　

日
に
発
生
し

１１

た
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
を

悼
み
、
本
会
議
場
に
て
黙
と
う
を
行
い
ま
し
た
。

平成２４年第１回定例会の日程（会期２１日間）

開会
議案第８号採決

議案第１～７、９～２５号、請願第１号委員会付託
本会議２/２８

付託議案審査総務常任委員会２９

付託議案審査総務常任委員会３/１
付託議案審査産業建設常任委員会２

付託議案審査文教厚生常任委員会６

付託議案審査文教厚生常任委員会７

一般質問（５人）本会議１３

一般質問（５人）本会議１４

一般質問（５人）本会議１６

議案第１～７、９～２５号、請願第１号採決

閉会本会議１９

3月定例会 3月定例会 
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請　願 
みな
さんからの

請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

不
採
択

は
あ
る
。
ま
た
、
基
礎
年
金
に
は
国
庫
か
ら
２
分

の
１
の
補
助
も
あ
る
の
で
、
２
分
の
１
程
度
の
何

ら
か
の
制
度
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
気
持
が
あ
る
。

�

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
内
訳
ご
と
に
、
年

金
を
受
給
し
て
い
る
市
民
の
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。

�

保
険
年
金
課
主
席
主
幹　

国
民
年
金
の
受
給

権
者
数
は
、
１
万
２
６
０
５
人
。
こ
の
う
ち

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
両
方
を
受
給
し
て
い
る

方
は
９
１
４
０
人
、
厚
生
年
金
を
お
持
ち
の
方
は

１
万
６
０
６
３
人
。
こ
れ
ら
は
制
度
的
に
重
複
す

る
方
が
発
生
す
る
。

　

市
民
で
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の
総
数
は
、

１
万
９
５
２
８
人
で
あ
る
。

�

年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
方
は
ど
の

く
ら
い
か
。

�

保
険
年
金
課
主
席
主
幹　

平
成　

年
度
分
の

２３

収
納
率
は
、　

月
末
現
在
で
、　

・
９
㌫
で

１２

５６

あ
る
。
時
効
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
確
定
で
は
な

い
が　

月
末
現
在
で
、　

年
度
分
は　

・
６
㌫
、

１２

２２

６１

　

年
度
分
は　

・
８
㌫
で
あ
る
。

２１

６４

ＱＡＱＡ

請
願
第
１
号

公
的
年
金
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
件
に
関
す
る
請
願

﹇
請
願
者
﹈
坂
戸
市
石
井　

全
日
本
年
金
者
組
合

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
支
部　

支
部
長　
 
橋  
本  
広 
さ
ん

は
し 
も
と 
ひ
ろ
し

﹇
要
旨
﹈
政
府
に
対
し
、
①
年
金
支
給
額
の
切
り

下
げ
の
停
止
②
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

の
停
止
③
無
年
金
・
低
年
金
者
に
対
す
る
緊
急
の

救
済
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、
鶴
ヶ
島
市
議
会
と
し

て
、
政
府
に
対
し
こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
や
め
る
よ

う
意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

請
願
の
要
旨
で
は
、
無
年
金
・
低
年
金
者
に

対
す
る
緊
急
の
救
済
措
置
を
と
い
う
こ
と
だ

が
、
保
険
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
無

年
金
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
う
が
、
無
年
金
者

に
対
す
る
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

紹
介
議
員　

保
険
料
を
き
ち
ん
と
支
払
っ
た

方
と
同
じ
に
扱
う
こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
ど
う
か
と
思
う
が
、
無
年
金
者
を
な
く
せ
る

よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
願
望
や
希
望

ＱＡ

平成２４年度予算を可決平成２４年度予算を可決平成２４年度予算を可決平成２４年度予算を可決


